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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光重合性化合物（Ａ）と、光重合開始剤（Ｂ）と、着色剤（Ｃ）と、を含有する着色感
光性組成物であって、
　前記光重合性化合物（Ａ）は、エポキシ化合物（ａ－１）とエチレン性不飽和基含有カ
ルボン酸化合物（ａ－２）との反応物を、さらに多塩基酸無水物（ａ－３）と反応させる
ことにより得られる樹脂（Ａ１）を含み、
　前記エポキシ化合物（ａ－１）は、ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物と、カルド
骨格を有するエポキシ化合物と、を含むことを特徴とする着色感光性組成物。
【請求項２】
　前記樹脂（Ａ１）は、前記（ａ－１）成分としてのビフェニル骨格を有するエポキシ化
合物と前記（ａ－２）成分との反応物を、さらに前記（ａ－３）成分と反応させることに
より得られる樹脂（Ａ１－１）と、前記（ａ－１）成分としてのカルド骨格を有するエポ
キシ化合物と前記（ａ－２）成分との反応物を、さらに前記（ａ－３）成分と反応させる
ことにより得られる樹脂（Ａ１－２）と、を含むことを特徴とする請求項１に記載の着色
感光性組成物。
【請求項３】
　前記樹脂（Ａ１）は、前記（ａ－１）成分としてのビフェニル骨格を有するエポキシ化
合物及びカルド骨格を有するエポキシ化合物と、前記（ａ－２）成分との反応物を、さら
に前記（ａ－３）成分と反応させることにより得られる樹脂（Ａ１－３）を含むことを特



(2) JP 5096814 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

徴とする請求項１に記載の着色感光性組成物。
【請求項４】
　前記ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物は、下記化学式（１）で表される化合物で
ある請求項１から３いずれか記載の着色感光性組成物。
【化１】

［式（１）中、複数のＲ１は、それぞれ独立に、水素原子、炭素数１～１２のアルキル基
、ハロゲン原子、又は置換基を有してもよいフェニル基を示し、ｍは平均値であって、０
～１０の数を示し、ｎは１～４の整数を示す。］
【請求項５】
　前記ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物は、下記化学式（２）で表される化合物で
ある請求項１から４いずれか記載の着色感光性組成物。

【化２】

［式（２）中、ｍは平均値であって、０～１０の数を示す。］
【請求項６】
　前記ｍの値が１未満である請求項４又は５記載の着色感光性組成物。
【請求項７】
　前記カルド骨格を有するエポキシ化合物は、下記化学式（３）で表される化合物である
請求項１から６いずれか記載の着色感光性組成物。

【化３】

【請求項８】
　前記樹脂（Ａ１）の酸価は、固形分換算で１０ｍｇＫＯＨ／ｇ～１５０ｍｇＫＯＨ／ｇ
である請求項１から７いずれか記載の着色感光性組成物。
【請求項９】
　前記樹脂（Ａ１）の質量平均分子量は、１,０００～１５,０００である請求項１から８
いずれか記載の着色感光性組成物。
【請求項１０】
　前記光重合性化合物（Ａ）は、エチレン性不飽和基含有モノマーをさらに含む請求項１
から９いずれか記載の着色感光性組成物。
【請求項１１】
　前記着色剤（Ｃ）は、黒色顔料である請求項１から１０いずれか記載の着色感光性組成
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物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着色感光性組成物に関し、特に、カラーフィルタのブラックマトリクス等に
用いられる遮光性膜の形成に用いられる着色感光性組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、顔料を用いたカラーフィルタの製造法としては、染色法、電着法、インクジェッ
ト法、顔料分散法等が知られている。顔料分散法の場合、分散剤等により顔料を分散して
なる着色組成物に、バインダー樹脂、光重合開始剤、光重合性モノマー等を添加して感光
化した感光性着色樹脂組成物を、ガラス基板上にコートして乾燥させた後、露光、現像を
行うことにより着色パターンを形成する。その後、加熱し、パターンを固着して画素を形
成する。これらの工程を色ごとに繰り返してカラーフィルタを形成する。
【０００３】
　このようなカラーフィルタの画像形成に用いられる感光性着色樹脂組成物には、充分な
解像性、基板との密着性、低現像残渣等の特性が求められている。また、顔料分散法の場
合には光リソグラフィ工程に供されるため、現像工程での除去部分に残渣や地汚れが生じ
ないこと、除去部分が充分な溶解性を有すること、パターンエッジのシャープさ等の画素
形成性を向上させることが常に求められている。さらに近年では、用いられる基板が大型
化しており、現像マージンが大きいことが求められるようになってきている。
【０００４】
　特に、ブラックマトリクスのように光の全波長領域において遮光能力が要求される場合
では、露光部分と未露光部分における架橋密度の差を設けることが著しく困難である。こ
のため、露光部分であっても、光照射面側では充分に硬化するのに対して基底面側では硬
化しない等の問題が生じていた。また、現像液に不溶な黒色色材を多量に配合するため、
現像性の低下が著しいという問題も生じていた。
【０００５】
　そこで、このような問題を解決するために、カルボキシル基を有するノボラックエポキ
シアクリレートをバインダー樹脂として使用した感光性着色樹脂組成物が開示されている
（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
　また、カルボキシル基を有するアクリル樹脂と脂環式エポキシ基含有不飽和化合物との
反応物を、バインダー樹脂として使用した感光性組成物が開示されている（例えば、特許
文献２参照）。
【０００７】
　さらには、２個のエポキシ基を有するエポキシ化合物とモノカルボン酸との反応物に酸
無水物を反応させて得られるポリカルボン酸樹脂を含む樹脂組成物が開示されている（特
許文献３参照）。
【特許文献１】特開平１１－８４１２６号公報
【特許文献２】特開平１－２８９８２０号公報
【特許文献３】特開２００４－４３５７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記特許文献１～３に記載されている樹脂組成物では、感度が不十分で
あり、細線密着性が不良で剥がれ易いうえ、残渣が残り易い等の問題があった。また、現
像マージンが小さいため、現像により露光部まで剥離してしまい、パターンエッジががた
つく等の問題もあった。
【０００９】
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　本発明は、以上のような課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、十分な感度を
有し、細線密着性が良好であるうえ、プロファイル形状の優れたパターンを形成できる感
光性組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究を重ねた。その結果、特定の構造を
有するエポキシ化合物（ａ－１）とエチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）
との反応物を、さらに多塩基酸無水物（ａ－３）と反応させることにより得られる樹脂（
Ａ１）を含有する着色感光性組成物によれば、上記課題を解決できることを見出し、本発
明を完成するに至った。
【００１１】
　より詳しくは、本発明は、光重合性化合物（Ａ）と、光重合開始剤（Ｂ）と、着色剤（
Ｃ）と、を含有する着色感光性組成物であって、前記光重合性化合物（Ａ）は、エポキシ
化合物（ａ－１）とエチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）との反応物を、
さらに多塩基酸無水物（ａ－３）と反応させることにより得られる樹脂（Ａ１）を含み、
前記（ａ－１）は、ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物と、カルド骨格を有するエポ
キシ化合物と、を含むことを特徴とする着色感光性組成物を提供する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、骨格の異なる樹脂を配合することにより、感度を損なうことなく、直
線性に優れたパターンを形成することができる。また、細線の剥がれや残渣がなく、現像
時にアンダーカット形状とならず、プロファイル形状の優れた良好なブラックマトリクス
パターンを基板上に容易に形成することができる。現像時にアンダーカット形状とならな
いため、１０μｍ以下の細線密着性が良好となり、コントラストが高く、Ｒ、Ｇ、Ｂの発
色が美しい液晶ディスプレイ用カラーフィルタを容易に提供することができる。また、色
材の濃度が高い場合であっても、画像形成性に優れるカラーフィルタ用感光性着色樹脂組
成物と、この感光性着色樹脂組成物を用いたカラーフィルタ及び液晶表示装置を提供する
ことができる。さらには、特定のバインダー樹脂と分散剤とを組み合わせることにより、
感度及び溶解性のバランスに優れるうえ、画素エッジのシャープ性、密着性に優れるカラ
ーフィルタ用感光性着色樹脂組成物を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について詳細に説明する。本発明に係る着色感光性組成物は、
光重合性化合物（Ａ）と、光重合開始剤（Ｂ）と、着色剤（Ｃ）と、を含有する着色感光
性組成物である。
【００１４】
＜光重合性化合物（Ａ）＞
　光重合性化合物（Ａ）は、紫外線等の光の照射を受けて重合し、硬化する物質である。
具体的には、光重合性化合物（Ａ）は、エポキシ化合物（ａ－１）とエチレン性不飽和基
含有カルボン酸化合物（ａ－２）との反応物を、さらに多塩基酸無水物（ａ－３）と反応
させることにより得られる樹脂（Ａ１）を含有する。また、エポキシ化合物（ａ－１）は
、ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物と、カルド骨格を有するエポキシ化合物と、を
含有する。
【００１５】
　上記樹脂（Ａ１）は、以下の二つの態様をとり得る。第一の態様においては、樹脂（Ａ
１）は、（ａ－１）成分としてのビフェニル骨格を有するエポキシ化合物と（ａ－２）成
分との反応物を、さらに（ａ－３）成分と反応させることにより得られる樹脂（Ａ１－１
）と、（ａ－１）成分としてのカルド骨格を有するエポキシ化合物と（ａ－２）成分との
反応物を、さらに（ａ－３）成分と反応させることにより得られる樹脂（Ａ１－２）と、
を含む。言い換えれば、樹脂（Ａ１）は、ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物から誘
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導されるユニットを有する樹脂（Ａ１－１）と、カルド骨格を有するエポキシ化合物から
誘導されるユニットを有する樹脂（Ａ１－２）との樹脂の混合物を含む。
【００１６】
　また、第二の態様においては、樹脂（Ａ１）は、（ａ－１）成分としてのビフェニル骨
格を有するエポキシ化合物及びカルド骨格を有するエポキシ化合物と、（ａ－２）成分と
の反応物を、さらに（ａ－３）成分と反応させることにより得られる樹脂（Ａ１－３）を
含む。言い換えれば、樹脂（Ａ１）は、ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物から誘導
されるユニットと、カルド骨格を有するエポキシ化合物から誘導されるユニットとを有す
る樹脂（Ａ１－３）を含む。
【００１７】
　上記ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物（ａ－１）から誘導されるユニットと、カ
ルド骨格を有するエポキシ化合物から誘導されるユニットとの質量比は、１：９９～８０
：２０であることが好ましく、５：９５～３０：７０であることがより好ましい。この範
囲にすることにより、パターンの直進性及び現像後のプロファイルをより良好にすること
ができる。
【００１８】
［エポキシ化合物（ａ－１）］
　本発明で用いられるエポキシ化合物（ａ－１）は、ビフェニル骨格を有するエポキシ化
合物及びカルド骨格を有するエポキシ化合物である。
【００１９】
〔ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物〕
　ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物は、主鎖に下記化学式（４）で表されるビフェ
ニル骨格を１つ以上有し、エポキシ基を１つ以上有している。エポキシ化合物（ａ－１）
としては、エポキシ基を２つ以上有するものが好ましく、このエポキシ化合物（ａ－１）
は、単独又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【化１】

［式（４）中、複数のＲ１はそれぞれ独立に水素原子、炭素数１～１２のアルキル基、ハ
ロゲン原子、又は置換基を有してもよいフェニル基を示し、ｌは１～４の整数を示す。］
【００２０】
　ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物のうち、下記式（１）で表されるエポキシ化合
物が好ましく用いられ、特に下記式（２）で表されるエポキシ化合物が好ましく用いられ
る。式（２）のエポキシ化合物を用いることにより、感度及び溶解性のバランスに優れ、
さらには画素エッジのシャープ性、密着性に優れた着色感光性組成物を提供することがで
きる。
【化２】

［式（１）中、複数のＲ１は、それぞれ独立に、水素原子、炭素数１～１２のアルキル基
、ハロゲン原子、又は置換基を有してもよいフェニル基を示し、ｎは１～４の整数を示す
。ｍは平均値であって０～１０の数を示し、１未満であることが好ましい。］
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【化３】

［式（２）中、ｍは平均値であって、０～１０の数を示し、１未満であることが好ましい
。］
【００２１】
　また、ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物のうち、下記式（５）で表されるエポキ
シ化合物も好ましく用いられる。式（５）のエポキシ化合物を用いることにより、感度及
び溶解性のバランスに優れ、さらには画素エッジのシャープ性、密着性に優れた着色感光
性組成物を提供することができる。
【化４】

［式（５）中、複数のＲ３はそれぞれ独立に水素原子、炭素数１～１２のアルキル基、ハ
ロゲン原子、又は置換基を有してもよいフェニル基を示す。ｍは平均値であって０～１０
の数を示し、１未満であることが好ましい。］
【００２２】
〔カルド骨格を有するエポキシ化合物〕
　カルド骨格を有するエポキシ化合物は、カルド骨格にエポキシ基を二つ有する化合物で
あり、具体的には、下記化学式（３）で表される化合物が好ましい。
【化５】

【００２３】
　式（３）で表されるようなカルド骨格を有するエポキシ化合物は、カルド構造を有する
ため、耐熱性や耐薬品性が高い。このため、カルド骨格を有するエポキシ化合物を配合す
ることにより、着色感光性組成物の耐熱性及び耐薬品性を向上させることができる。
【００２４】
［エチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）］
　エチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）としては、分子中にアクリル基や
メタクリル基等の反応性のエチレン性二重結合を含有するモノカルボン酸化合物が好まし
い。このようなエチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）としては、アクリル
酸、メタクリル酸、β－スチリルアクリル酸、β－フルフリルアクリル酸、α－シアノ桂
皮酸、桂皮酸等が挙げられる。このエチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）



(7) JP 5096814 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

は、単独又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００２５】
　上記エポキシ化合物（ａ－１）とエチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）
とを反応させる方法としては、従来公知の方法を用いることができる。例えば、エポキシ
化合物（ａ－１）とエチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）とを、トリエチ
ルアミン、ベンジルエチルアミン等の３級アミン、ドデシルトリメチルアンモニウムクロ
ライド、テトラメチルアンモニウムクロライド、テトラエチルアンモニウムクロライド、
ベンジルトリエチルアンモニウムクロライド等の４級アンモニウム塩、ピリジン、トリフ
ェニルホスフィン等を触媒として、有機溶剤中、反応温度５０～１５０℃で数～数十時間
反応させる方法が挙げられる。
【００２６】
　エポキシ化合物（ａ－１）とエチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）との
反応における使用量比は、エポキシ化合物（ａ－１）のエポキシ当量とエチレン性不飽和
基含有カルボン酸化合物（ａ－２）のカルボン酸当量との比で、通常１：０．５～１：２
、好ましくは１：０．８～１：１．２５、より好ましくは１：１である。上記範囲とする
ことにより、架橋効率が向上する傾向があり好ましい。
【００２７】
［多塩基酸無水物（ａ－３）］
　多塩基酸無水物（ａ－３）としては、２個以上のカルボキシル基を有するカルボン酸の
無水物であって、ベンゼン環を少なくとも２個有する化合物を含むものを用いることがで
きる。このような多塩基酸無水物（ａ－３）としては、例えば、下記式（６）で表される
ようなビフェニル骨格を有する酸無水物、下記式（７）で表されるような２個のベンゼン
環が有機基で結合された酸無水物が挙げられる。
【化６】

［式（７）中、Ｒ４は炭素数１～１０の置換基を有してもよいアルキレン基を示す。］
【００２８】
　上記２個以上のカルボキシル基を有するカルボン酸の無水物を用いることにより、光重
合性化合物（Ａ）中に、ベンゼン環を少なくとも２個導入することができる。
【００２９】
　また、多塩基酸無水物（ａ－３）は、上記ベンゼン環を少なくとも２個有する酸無水物
のほかに、他の多塩基酸無水物を含んでいてもよい。他の多塩基酸無水物としては、例え
ば、無水マレイン酸、無水コハク酸、無水イタコン酸、無水フタル酸、テトラヒドロ無水
フタル酸、ヘキサヒドロ無水フタル酸、メチルヘキサヒドロ無水フタル酸、メチルテトラ
ヒドロ無水フタル酸、無水トリメリット酸、無水ピロメリット酸、ベンゾフェノンテトラ
カルボン酸二無水物、３－メチルヘキサヒドロフタル酸無水物、４－メチルヘキサヒドロ
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無水フタル酸、３－エチルヘキサヒドロ無水フタル酸、４－エチルヘキサヒドロ無水フタ
ル酸、テトラヒドロ無水フタル酸、３－メチルテトラヒドロ無水フタル酸、４－メチルテ
トラヒドロ無水フタル酸、３－エチルテトラヒドロ無水フタル酸、４－エチルテトラヒド
ロ無水フタル酸が挙げられる。これらの多塩基酸無水物は、単独又は２種以上を組み合わ
せて用いることができる。
【００３０】
　エポキシ化合物（ａ－１）とエチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）とを
反応させた後、さらに多塩基酸無水物（ａ－３）を反応させる方法としては、従来公知の
方法を用いることができる。また、使用量比は、エポキシ化合物（ａ－１）とエチレン性
不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）との反応物中のＯＨ基のモル数と、多塩基酸無
水物（ａ－３）の酸無水物基の当量比で、通常１：１～１：０．１であり、好ましくは１
：０．８～１：０．２である。上記の範囲とすることにより、現像液への溶解性が適度と
なる傾向があり好ましい。
【００３１】
　エポキシ化合物（ａ－１）と、エチレン性不飽和基含有カルボン酸化合物（ａ－２）と
の反応物を、さらに多塩基酸無水物（ａ－３）と反応させることにより得られる樹脂（Ａ
１）の酸価は、樹脂固形分で、１０～１５０ｍｇＫＯＨ／ｇであることが好ましく、より
好ましくは７０～１１０ｍｇＫＯＨ／ｇである。樹脂（Ａ１）の酸価を１０ｍｇＫＯＨ／
ｇ以上にすることにより、現像液に対する充分な溶解性が得られる。また、１５０ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ以下にすることにより、充分な硬化性を得ることができ、表面性を良好にするこ
とができる。
【００３２】
　また、樹脂（Ａ１）の質量平均分子量は、１，０００～１５，０００であることが好ま
しく、より好ましくは２，０００～１３，０００である。樹脂（Ａ１）の質量平均分子量
を１，０００以上にすることにより、耐熱性、膜強度を向上させることができる。また、
１，５０００以下にすることにより、現像液に対する十分な溶解性を得ることができる。
【００３３】
［エチレン性不飽和基含有モノマー］
　本発明で用いられる光重合性化合物（Ａ）は、エチレン性不飽和基含有モノマーを含有
することが好ましい。エチレン性不飽和基含有モノマーには、単官能モノマーと多官能モ
ノマーとがあり、単官能モノマーとしては、（メタ）アクリルアミド、メチロール（メタ
）アクリルアミド、メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、エトキシメチル（メタ）ア
クリルアミド、プロポキシメチル（メタ）アクリルアミド、ブトキシメトキシメチル（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチル（
メタ）アクリルアミド、（メタ）アクリル酸、フマル酸、マレイン酸、無水マレイン酸、
イタコン酸、無水イタコン酸、シトラコン酸、無水シトラコン酸、クロトン酸、２－アク
リルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミドスルホン
酸、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリ
レート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレー
ト、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アク
リレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、２－フェノキシ－２－ヒドロキ
シプロピル（メタ）アクリレート、２－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプ
ロピルフタレート、グリセリンモノ（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メ
タ）アクリレート、ジメチルアミノ（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレ
ート、２，２，２－トリフルオロエチル（メタ）アクリレート、２，２，３，３－テトラ
フルオロプロピル（メタ）アクリレート、フタル酸誘導体のハーフ（メタ）アクリレート
等が挙げられる。これらの単官能モノマーは、単独又は２種以上を組み合わせて用いるこ
とができる。
【００３４】
　一方、多官能モノマーとしては、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチ
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レングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メ
タ）アクリレート、ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコー
ルジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサングリコールジ（メタ）アクリレート、トリ
メチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ）アクリレート、ペ
ンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジペ
ンタエリスリトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、
ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アク
リレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトール
ペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、２
，２－ビス（４－（メタ）アクリロキシジエトキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（
４－（メタ）アクリロキシポリエトキシフェニル）プロパン、２－ヒドロキシ－３－（メ
タ）アクリロイルオキシプロピル（メタ）アクリレート、エチレングリコールジグリシジ
ルエーテルジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジグリシジルエーテルジ（メ
タ）アクリレート、フタル酸ジグリシジルエステルジ（メタ）アクリレート、グリセリン
トリアクリレート、グリセリンポリグリシジルエーテルポリ（メタ）アクリレート、ウレ
タン（メタ）アクリレート（すなわち、トリレンジイソシアネート）、トリメチルヘキサ
メチレンジイソシアネートとヘキサメチレンジイソシアネート等と２－ビドロキシエチル
（メタ）アクリレートとの反応物、メチレンビス（メタ）アクリルアミド、（メタ）アク
リルアミドメチレンエーテル、多価アルコールとＮ－メチロール（メタ）アクリルアミド
との縮合物等の多官能モノマーや、トリアクリルホルマール等が挙げられる。これらの多
官能モノマーは、単独又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３５】
　このエチレン性不飽和基含有モノマー量は、着色感光性組成物の固形分に対して５～５
０質量％であることが好ましく、より好ましくは１０～４０質量％の範囲である。上記の
範囲とすることにより、感度、現像性、解像性のバランスがとりやすい傾向があり、好ま
しい。
【００３６】
　上記の光重合性化合物（Ａ）の含有量は、着色感光性組成物の固形分に対して５～５０
質量％であることが好ましく、より好ましくは１０～４０質量％の範囲である。上記の範
囲とすることにより、感度、現像性、解像性のバランスがとりやすい傾向があり、好まし
い。
【００３７】
＜光重合開始剤（Ｂ）＞
　光重合開始剤（Ｂ）としては、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－ヒ
ドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、１－〔４－（２－ヒドロキシ
エトキシ）フェニル〕－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン、１－（
４－イソプロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－（
４－ドデシルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、２，２－ジ
メトキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オン、ビス（４－ジメチルアミノフェニル）
ケトン、２－メチル－１－〔４－（メチルチオ）フェニル〕－２－モルフォリノプロパン
－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－
ブタン－１－オン、エタノン－１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ
－カルバゾル－３－イル］－１－（Ｏ－アセチルオキシム）、２，４，６－トリメチルベ
ンゾイルジフェニルホスフィンオキシド、４－ベンゾイル－４’－メチルジメチルスルフ
ィド、４－ジメチルアミノ安息香酸、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチル
アミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸ブチル、４－ジメチルアミノ－２－
エチルヘキシル安息香酸、４－ジメチルアミノ－２－イソアミル安息香酸、ベンジル－β
－メトキシエチルアセタール、ベンジルジメチルケタール、１－フェニル－１，２－プロ
パンジオン－２－（Ｏ－エトキシカルボニル）オキシム、Ｏ－ベンゾイル安息香酸メチル
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、２，４－ジエチルチオキサントン、２－クロロチオキサントン、２，４－ジメチルチオ
キサントン、１－クロロ－４－プロポキシチオキサントン、チオキサンテン、２－クロロ
チオキサンテン、２，４－ジエチルチオキサンテン、２－メチルチオキサンテン、２－イ
ソプロピルチオキサンテン、２－エチルアントラキノン、オクタメチルアントラキノン、
１，２－ベンズアントラキノン、２，３－ジフェニルアントラキノン、アゾビスイソブチ
ロニトリル、ベンゾイルパーオキシド、クメンパーオキシド、２－メルカプトベンゾイミ
ダール、２－メルカプトベンゾオキサゾール、２－メルカプトベンゾチアゾール、２－（
Ｏ－クロロフェニル）－４，５－ジ（ｍ－メトキシフェニル）－イミダゾリル二量体、ベ
ンゾフェノン、２－クロロベンゾフェノン、ｐ，ｐ’－ビスジメチルアミノベンゾフェノ
ン、４，４’－ビスジエチルアミノベンゾフェノン、４，４’－ジクロロベンゾフェノン
、３，３－ジメチル－４－メトキシベンゾフェノン、ベンジル、ベンゾイン、ベンゾイン
メチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾ
イン－ｎ－ブチルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、ベンゾインブチルエーテル
、アセトフェノン、２，２－ジエトキシアセトフェノン、ｐ－ジメチルアセトフェノン、
ｐ－ジメチルアミノプロピオフェノン、ジクロロアセトフェノン、トリクロロアセトフェ
ノン、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルアセトフェノン、ｐ－ジメチルアミノアセトフェノン、ｐ－
ｔｅｒｔ－ブチルトリクロロアセトフェノン、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルジクロロアセトフェ
ノン、α，α－ジクロロ－４－フェノキシアセトフェノン、チオキサントン、２－メチル
チオキサントン、２－イソプロピルチオキサントン、ジベンゾスベロン、ペンチル－４－
ジメチルアミノベンゾエート、９－フェニルアクリジン、１，７－ビス－（９－アクリジ
ニル）ヘプタン、１，５－ビス－（９－アクリジニル）ペンタン、１，３－ビス－（９－
アクリジニル）プロパン、ｐ－メトキシトリアジン、２，４，６－トリス（トリクロロメ
チル）－ｓ－トリアジン、２－メチル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリア
ジン、２－［２－（５－メチルフラン－２－イル）エテニル］－４，６－ビス（トリクロ
ロメチル）－ｓ－トリアジン、２－［２－（フラン－２－イル）エテニル］－４，６－ビ
ス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－［２－（４－ジエチルアミノ－２－メチ
ルフェニル）エテニル］－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－［
２－（３，４－ジメトキシフェニル）エテニル］－４，６－ビス（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、２－（４－エトキシスチリル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、２－（４－ｎ－ブトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル
）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス－トリクロロメチル－６－（３－ブロモ－４－メトキ
シ）フェニル－ｓ－トリアジン、２，４－ビス－トリクロロメチル－６－（２－ブロモ－
４－メトキシ）フェニル－ｓ－トリアジン、２，４－ビス－トリクロロメチル－６－（３
－ブロモ－４－メトキシ）スチリルフェニル－ｓ－トリアジン、２，４－ビス－トリクロ
ロメチル－６－（２－ブロモ－４－メトキシ）スチリルフェニル－ｓ－トリアジン等が挙
げられる。これらの光重合開始剤は、単独又は２種以上を組み合わせて用いることができ
る。中でも、オキシム系の開始剤を用いることを感度の面で特に好ましい。
【００３８】
　光重合開始剤（Ｂ）の含有量は、着色感光性組成物の固形分に対して０．５～３０質量
％であることが好ましく、より好ましくは１～２０質量％の範囲である。含有量を上記範
囲内にすることにより、十分な耐熱性、耐薬品性を得ることができ、また塗膜形成能を向
上させ、光硬化不良を抑制することができる。
【００３９】
＜着色剤（Ｃ）＞
　着色剤（Ｃ）としては、カーボンブラックやチタンブラック等の遮光剤が挙げられる。
また、Ｃｕ、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｖ、Ｚｎ、Ｓｅ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ
、Ｐｄ、Ａｇ、Ｃｄ、Ｉｎ、Ｓｎ、Ｓｂ、Ｈｇ、Ｐｂ、Ｂｉ、Ｓｉ、及びＡｌ等の各種金
属酸化物、複合酸化物、金属硫化物、金属硫酸塩、又は金属炭酸塩等の無機顔料も用いる
ことができる。
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【００４０】
　これら着色剤（Ｃ）のうち、黒色顔料が好ましく用いられる。黒色顔料としては、カー
ボンブラックが挙げられる。カーボンブラックとしては、チェンネルブラック、ファーネ
スブラック、サーマルブラック、ランプブラック等の公知のカーボンブラックを用いるこ
とができるが、特にチャンネルブラックは遮光性に優れることから好適に用いることがで
きる。また、樹脂被覆カーボンブラックを用いることもできる。具体的には、カーボンブ
ラックとカーボンブラック表面に存在するカルボキシル基、ヒドロキシル基、カルボニル
基と反応性を有する樹脂とを混合し、５０～３８０度で加熱して得た樹脂被覆カーボンブ
ラックや、水－有機溶剤混合系又は水－界面活性剤混合系にエチレン性モノマーを分散し
、重合開始剤の存在下でラジカル重合又はラジカル共重合させて得た樹脂被覆カーボンブ
ラック等が挙げられる。この樹脂被覆カーボンブラックは樹脂被覆のないカーボンブラッ
クに比べて導電性が低いことから、液晶ディスプレイ等のカラーフィルタとして用いた場
合に電流のリークが少なく、信頼性の高い低消費電力のディスプレイが形成できる。
【００４１】
　着色剤として、上記の無機顔料に補助顔料として有機顔料を加えてもよい。有機顔料は
無機顔料の補色を呈するものを適切に選択して加えることにより、次のような効果が得ら
れる。例えば、カーボンブラックは赤みがかった黒色を呈する。従って、カーボンブラッ
クに補助顔料として赤色の補色である青色を呈する有機顔料を加えることにより、カーボ
ンブラックの赤みが消え、全体としてより好ましい黒色を呈する。有機顔料は、無機顔料
と有機顔料との合計に対して１０～８０質量％の範囲で用いると好ましく、より好ましく
は２０～６０質量％、さらに好ましくは２０～４０質量％の範囲である。
【００４２】
　上記の無機顔料及び有機顔料としては、分散剤を用いて顔料を適当な濃度で分散させた
溶液を用いることができる。例えば、無機顔料としては、御国色素製のカーボン分散液Ｃ
Ｆブラック（カーボン濃度２０％含有）、御国色素製のカーボン分散液ＣＦブラック（高
抵抗カーボン２４％含有）、御国色素製のチタンブラック分散液ＣＦブラック（黒チタン
顔料２０％含有）を挙げることができる。また、有機顔料としては、例えば、御国色素製
のブルー顔料分散液ＣＦブルー（ブルー顔料２０％含有）、御国色素製のバイオレット顔
料分散液（バイオレット顔料１０％含有）等を挙げることができる。また、分散剤として
は、ポリエチレンイミン系、ウレタン樹脂系、アクリル樹脂系の高分子分散剤が好ましく
用いられる。
【００４３】
　着色剤（Ｃ）の含有量は、着色感光性組成物の固形分に対して１０～７０質量％である
ことが好ましい。含有量を７０質量％以下にすることにより光硬化不良を抑制することが
でき、また１０質量％以上にすることにより十分な遮光性を得ることができる。また、着
色剤（Ｃ）の濃度は、後述するように本発明の着色感光性組成物を用いてブラックマトリ
クスを成膜した際に、膜厚１μｍあたりのＯＤ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｄｅｎｓｉｔｙ）値が
１．５以上となるように調整することが好ましい。膜厚１μｍあたりのＯＤ値が１．５以
上あれば、液晶ディスプレイのブラックマトリクスに用いた場合に、十分なコントラスト
を得ることができる。
【００４４】
＜溶剤＞
　本発明に係る着色感光性組成物は、希釈のための溶剤を含むことが好ましい。この溶剤
としては、例えば、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエ
チルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、エチレングリコールモ
ノ－ｎ－ブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、
トリエチレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル
、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－プロピル
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エーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールモ
ノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコー
ルモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、ト
リプロピレングリコールモノメチルエーテル、トリプロピレングリコールモノエチルエー
テル等の（ポリ）アルキレングリコールモノアルキルエーテル類；エチレングリコールモ
ノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエ
チレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエー
テルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリ
コールモノエチルエーテルアセテート等の（ポリ）アルキレングリコールモノアルキルエ
ーテルアセテート類；ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールメ
チルエチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、テトラヒドロフラン等の
他のエーテル類；メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘプタ
ノン等のケトン類；２－ヒドロキシプロピオン酸メチル、２－ヒドロキシプロピオン酸エ
チル等の乳酸アルキルエステル類；２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオン酸エチル、３
－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプロピオン酸エチル、３－エトキシプロピ
オン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、エトキシ酢酸エチル、ヒドロキシ酢酸
エチル、２－ヒドロキシ－３－メチルブタン酸メチル、３－メトキシブチルアセテート、
３－メチル－３－メトキシブチルアセテート、３－メチル－３－メトキシブチルプロピオ
ネート、酢酸エチル、酢酸ｎ－プロピル、酢酸ｉ－プロピル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸ｉ－
ブチル、蟻酸ｎ－ペンチル、酢酸ｉ－ペンチル、プロピオン酸ｎ－ブチル、酪酸エチル、
酪酸ｎ－プロピル、酪酸ｉ－プロピル、酪酸ｎ－ブチル、ピルビン酸メチル、ピルビン酸
エチル、ピルビン酸ｎ－プロピル、アセト酢酸メチル、アセト酢酸エチル、２－オキソブ
タン酸エチル等の他のエステル類；トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素類；Ｎ－メチ
ルピロリドン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等のアミ
ド類等が挙げられる。これらの溶剤は、単独又は２種以上組み合わせて用いることができ
る。
【００４５】
　溶剤の含有量は、着色感光性組成物の固形分１００質量部に対して５０～５００質量部
であることが好ましい。
【００４６】
＜その他成分＞
　本発明に係る着色感光性組成物には、必要に応じて添加剤を含有させることができる。
添加剤としては、熱重合禁止剤、消泡剤、界面活性剤、増感剤、硬化促進剤、光架橋剤、
光増感剤、分散剤、分散助剤、充填剤、密着促進剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、凝集防
止剤等が挙げられる。
【００４７】
＜着色感光性組成物の調製方法＞
　本発明に係る着色感光性組成物は、上記各成分を全て撹拌機で混合することにより得ら
れる。なお、得られた混合物が均一なものとなるようフィルタを用いて濾過してもよい。
【００４８】
＜カラーフィルタの製造方法＞
　以下、本発明に係る着色感光性組成物を用いてカラーフィルタを形成する方法について
説明する。
【００４９】
［ブラックマトリクスの形成］
　先ず、本発明に係る着色感光性組成物をロールコータ、リバースコータ、バーコータ等
の接触転写型塗布装置やスピンナー（回転式塗布装置）、カーテンフローコータ等の非接
触型塗布装置を用いて基板上に塗布する。基板は、光透過性を有する基板が用いられる。
【００５０】
　次いで、塗布された着色感光性組成物を乾燥させて塗膜を形成する。乾燥方法は特に限
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の温度にて６０～１２０秒間乾燥する方法、（２）室温にて数時間～数日放置する方法、
（３）温風ヒータや赤外線ヒータ中に数十分～数時間入れて溶剤を除去する方法、のいず
れの方法を用いてもよい。
【００５１】
　次いで、この塗膜に、ネガ型のマスクを介して紫外線、エキシマレーザー光等の活性エ
ネルギー線を照射して部分的に露光する。照射するエネルギー線量は、着色感光性組成物
の組成によっても異なるが、例えば３０～２０００ｍＪ／ｃｍ２程度が好ましい。
【００５２】
　次いで、露光後の膜を、現像液により現像することによって所望の形状にパターニング
する。現像方法は特に限定されず、例えば浸漬法、スプレー法等を用いることができる。
現像液としては、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等
の有機系のものや、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、アンモニア、
４級アンモニウム塩等の水溶液が挙げられる。
【００５３】
　次いで、現像後のパターンを２００℃程度でポストベークを行う。この際、形成された
パターンを全面露光することが好ましい。以上により、所定のパターン形状を有するブラ
ックマトリクスを形成することができる。
【００５４】
［リソグラフィ方式によるカラーフィルタの形成］
　上記ブラックマトリクスが形成された基板上に、Ｒ、Ｇ、Ｂの３原色の着色剤をそれぞ
れ含有する着色感光性組成物を用いて、一色ごとに、上記ブラックマトリクスの形成と同
様にして、順次、着色層を形成する。これにより、カラーフィルタを形成することができ
る。
【００５５】
［インクジェット方式によるカラーフィルタの形成］
　上記のようにして形成されたブラックマトリクスによって区画された各領域に、Ｒ、Ｇ
、Ｂ各色のインクをインクジェットノズルから吐出し、溜められたインクを熱又は光で硬
化させる。これにより、カラーフィルタを形成することができる。
【実施例】
【００５６】
　以下、本発明の実施例について説明するが、本発明はこれら実施例に限定されるもので
はない。
＜光重合性化合物の合成＞
　（合成例１）
　５００ｍｌ四つ口フラスコ中に、下記化学式（８）で表されるビスフェノールフルオレ
ン型エポキシ樹脂２３５ｇ（エポキシ当量２３５）とテトラメチルアンモニウムクロライ
ド１１０ｍｇ、２，６－ジ－ｔｅｒｔブチル－４－メチルフェノール１００ｍｇ及びアク
リル酸７２．０ｇを仕込み、これに２５ｍｌ／分の速度で空気を吹き込みながら９０～１
００℃で加熱溶解した。次に、溶液が白濁した状態のまま徐々に昇温し、１２０℃に加熱
して完全溶解させた。ここで溶液は次第に透明粘稠になったが、そのまま撹拌を継続した
。この間、酸価を測定し、１．０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満になるまで加熱撹拌を続けた。酸価
が目標に達するまで１２時間を要した。そして室温まで冷却し、無色透明で固体状のビス
フェノールフルオレン型エポキシアクリレートを得た。
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【化７】

【００５７】
　次いで、このようにして得られた上記のビスフェノールフルオレン型エポキシアクリレ
ート３０７．０ｇに、３－メトキシブチルアセテート６００ｇを加えて溶解した後、ベン
ゾフェノンテトラカルボン酸二無水物８０．５ｇ及び臭化テトラエチルアンモニウム１ｇ
を混合し、徐々に昇温して１１０～１１５℃で反応させた。その後、１，２，３，６－テ
トラヒドロ無水フタル酸３８．０ｇを混合し、９０℃で反応させ、化合物Ａ－１を得た。
酸無水物基の消失はＩＲスペクトルにより確認した。この化合物Ａ－１は、ＧＰＣで測定
した質量平均分子量が５，０００であった。
【００５８】
　（合成例２）
　ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物として、下記化学式（９）で表されるエピコー
トＹＸ４０００Ｈ（ジャパンエポキシレジン社製、エポキシ当量１９２）を４００ｇ、ト
リフェニルホスフィン４ｇ、アクリル酸１５３ｇ、３－メトキシブチルアセテート６００
ｇを混合し、９０～１００℃で反応させた。その後、多塩基酸無水物としてテトラヒドロ
無水フタル酸４０ｇ及びビフェニルテトラカルボン酸二無水物３６０ｇを加え、さらに反
応させることによりビフェニル骨格を有する化合物Ａ－２を得た。酸無水物基の消失はＩ
Ｒスペクトルにより確認した。この化合物Ａ－２は、ＧＰＣで測定した質量平均分子量が
７，０００であった。
【化８】

【００５９】
　（合成例３）
　ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物として、下記化学式（１０）で表されるＮＣ－
３０００（日本化薬社製、エポキシ当量１８８）を５２０ｇ用い、３－メトキシブチルア
セテートを６５０ｇ用いた以外は、合成例２と同様にして化合物Ａ－３を合成した。この
化合物Ａ－３は、ＧＰＣで測定した質量平均分子量が６，０００であった。

【化９】

【００６０】
　（合成例４）
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　エポキシ化合物として、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂であるエピコート８２８（ジ
ャパンエポキシレジン社製、エポキシ当量１９０）を３９０ｇ用いた以外は、合成例２と
同様にして化合物Ａ－４を合成した。この化合物Ａ－４は、ＧＰＣで測定した質量平均分
子量が４，０００であった。
【００６１】
＜実施例及び比較例＞
　本実施例及び比較例に係る着色感光性組成物について、化合物Ａ－１～Ａ－４を表１に
示す質量比で１５０ｇ用い、さらにジペンタエリスリトールヘキサアクリレート３０ｇ、
エタノン，１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３
－イル］－１－（０－アセチルオキシム）（商品名：ＩＲＧＡＣＵＲＥ　ＯＸＥ　０２、
チバスペシャルティケミカル社製）１２ｇ、メルカプトベンズイミダゾール６ｇ、２，４
－ビス（トリクロロメチル）－６－（３－ブロモ－４－メトキシ）フェニルｓ－トリアジ
ン４ｇ、顔料液（商品名：ＣＦブラック、カーボン２４％含有、御国色素社製）７００ｇ
、３－メトキシブチルアセテート５００ｇを撹拌機で２時間混合した後、５μｍのメンブ
レンフィルターで濾過することにより、着色感光性組成物を調製した。
【００６２】
【表１】

 
【００６３】
＜パターン形成方法＞
　実施例及び比較例における着色感光性組成物を、厚さ１ｍｍの清浄な表面を有するガラ
ス基板上にスピンコーター（ＴＲ２５０００：東京応化（株）製）を用いて乾燥膜厚が１
．２μｍとなるように塗布し、９０℃で２分間乾燥して着色感光性組成物の膜（感光層）
を形成した。次いで、この膜にネガマスクを介して紫外線を選択的に照射した。その後、
０．５質量％炭酸ナトリウム水溶液で２５℃、６０秒間スプレー現像することでラインを
含むブラックマトリクスパターンを形成した。その後、２２０℃－３０ｍｉｎ循環式オー
ブンにてポストベークを行った。なお、作成した各ブラックマトリックスの膜厚は１．０
μｍとした。露光量は１０～１８０ｍＪ／ｃｍ２まで５ｍＪずつステップで増やしていき
現像を行った。
【００６４】
＜評価＞
［ＣＤ感度］
　上述したパターン形成方法において、「Ｂｉａｓ＋１．０μｍ」として、２０μｍマス
クに対して形成されるブラックマスクパターン（ライン）の線幅が２０μｍ＋１μｍとな
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ジストであるため、露光量が多いほどＣＤ（Ｃｒｉｔｉｃａｌ　Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）が
太くなる。通常、量産上目標となる線幅はマスク線幅＋１～２μｍである。より低露光量
でパターニングできれば露光時間を短縮することが可能となり、ラインのスループットを
向上することが出来る。
【００６５】
［細線密着性］
　上述のラインの線幅を８μｍとなるようにパターンを形成し、パターンの密着性をＳＥ
Ｍ観察により評価した。パターン剥がれの無いものを◎、パターン剥がれが少々あるもの
の実用上問題ないレベルの剥がれがあるものを○とした。
【００６６】
［パターン直進性］
　露光量を６５ｍＪ／ｃｍ２として形成した線幅２０μｍのラインパターンの直線性をＳ
ＥＭ観察により評価した。ラインパターンのエッジにがたつきのないものを「良好」、が
たつきのあるものを「不良」とした。
【００６７】
［現像後プロファイル］
　露光量を６５ｍＪ／ｃｍ２として形成した線幅２０μｍパターンのプロファイル形状を
ＳＥＭ観察により評価した。このパターンは現像後のポストベーク前のものである。ほぼ
矩形であるものを「良好」、アンダーカット等が入り矩形にならなかったものを「不良」
とした。
【００６８】
［現像後パターン欠け］
　露光量を６５ｍＪ／ｃｍ２として形成した線幅２０μｍのパターン欠けをＳＥＭ観察に
より評価した。このパターンは現像後のポストベーク前のものである。
【００６９】
［アンダーカットが入るまでの時間］
　現像時にパターンが出現してからアンダーカットが入るまでの時間（秒）について評価
した。具体的には、上述の現像の際にパターンが出現した時点を基準にして、さらに５秒
おきに現像を行い、ＳＥＭ観察により評価した。
【００７０】
　上述のようにして得られた上記各実施例及び各比較例のブラックマトリクスパターンの
評価結果を表２に示す。
【００７１】



(17) JP 5096814 B2 2012.12.12

10

20

【表２】

【００７２】
　表２に示される通り、ビフェニル骨格を有するエポキシ化合物から誘導されるユニット
と、カルド骨格を有するエポキシ化合物から誘導されるユニットとを含有するエポキシ化
合物（ａ－１）を用いた本実施例では、比較例に比して、ＣＤ感度、細線密着、パターン
直進性、現像後プロファイル、現像後パターン欠け、アンダーカットが入るまでの時間い
ずれにおいても良好な結果であることが分かった。
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